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＜連絡事項＞
・病床管理シートが更新されました。内容は下記の通りです。
1.病床管理の救護区分等シートの栄養部分に「点滴+MT」を追加しました。
2.各病棟の栄養プルダウンメニューに点滴+MTを追加しました。

・3/8　グループ内研修を下記の日程で開催します。
日時：　3月8日（月）13：15～
場所：　病院2階　会議室
テーマ：「クレーム対応」
講師：　赤坂SGM

＜移動＞
【転出】
・下川戸　長司様～東病棟Ｄユニット２０号室　→　西病棟Ａユニット５０号室

・板橋　イマ様～東病棟Ｃユニット５号室　→　南病棟Ｄユニット２０３号室

【移動】
・寺井　恵理子様～東病棟Ｄユニット１７号室　→　東病棟Ｄユニット２０号室

＜患者様連絡事項＞
・平濱　カネ様～大川SWより、主援助者遠方の為郵送にて書類のやり取りを行っていたが、本人の口座が引き出しできないと前医の市民病院の雑費も2ヶ月ほど滞納しているとのこと。様子を見て大川SWが本人を連れて銀行手続きに行く予定。また、本人生保のためオムツの購入は助成金が使用できるとのこと。LT契約書の返信はまだであるため、オムツについては返信があればオムツプラン①は中止し、売店購入し領収書を大川SWへ渡す事とする。

[bookmark: _GoBack]・石橋　公美子様～夫様退院したと連絡あり。本人様の退院希望日について、近日改めて連絡が来るとの事。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。本日より開放観察時間拡大(10:00～16:00)となっている。開放中過度な飲水行為は無く、気分の変調や妄想的な発言はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入や他者の私物弄りなど迷惑行為あり、早めに開放観察は終了している。自室内での自傷・不穏行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。食事を拒否し、点滴も体動にて自己抜去を繰り返している。「何処に刺しても抜いてやる」と不穏状態で点滴実施出来ず。主治医へ報告し、継続指示のジプレキサを実施しその後点滴施行している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・手塚　辰昭様～バイタルサイン異常なし。消化器症状の訴え無く、腹壁もソフト。起き上がりに時間要しており、一部介助している。点滴トラブル無く経過。船場Dr.診察にて小腸家薄の所見。週明けまで絶食、点滴継続の指示、本日より大建中湯6P 3×ndEで8日分処方となる。パントールは混注して投与するよう指示あり。

・木村　美智子様～食事は1/3～1/2摂取。声掛けに対して返答は無い。嘔気・嘔吐なし。

・金澤　和生様～昼食前血糖高値である事を主治医深澤Dr.に報告している。
本日は通常通り食事摂取、服薬して頂き、経過観察との指示受ける。
明日より決め打ちのインスリン、20単位へ増量する。

・古内　久雄様～各バイタルサインの異常は無い。受傷部の疼痛訴えなし。口腔内より凝血少量除去している。

・寺井　恵理子様～各食「変なにおいがする」「メニューと違って食べられるものじゃない」と話し拒食。朝食後薬も拒否あるが、スタッフを変え対応にて服薬出来ている。ロナセンテープは「貼り薬で効くわけないじゃない」と頑なに拒否している。引き続きロナセンテープは促していく事とし、食事拒否について点滴処方となっている。

・奥　孝子様～内服薬に関する確認行為あるが、説明には了承している。他不調の訴え
や過度な訴え無く、対応穏やか。

＜安ケ平Dr.患者様診察情報＞
・橋本　とし様～臨時薬同内容で4日分処方。2/10(火)より定期薬に切り替えとなる。

・和田　昌様～便秘傾向にある事から次回定期薬よりセンノシド(12) 2T→3Tに増量となる。

＜新入院患者様情報＞
氏名：前川　良子(まえかわ　りょうこ)様
　生年月日：昭和12年11月9日83歳
　病名：レビー小体型認知症
　合 併 症：リウマチ性多発性筋肉症・高血圧症・便秘症
　性別：女性
　  主治医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　2年前から物忘れや声が聞こえる。外で人が話しているなど幻聴の訴えが聞かれては
いたが、昨年のお盆の頃から訴えが徐々に増えだし今年に入り、毎日訴えが聞かれるよ
うになっていった。昼夜逆転し、夜外に向かい叫ぶ事や息子を起こして訴えることが多
くなり、1/19内科受診の際に相談しメンタルヘルス科を受診する。レビー小体型認知症
と診断を受け対照的に薬物療法開始するも、症状改善なく家族対応に疲弊している為、
東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
